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中
国
政
府
は
、「
中
国
人
民
抗
日

戦
争
な
ら
び
に
世
界
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
戦
争
勝
利
七
〇
周
年
」
記
念
日

と
な
る
九
月
三
日
、
北
京
・
天
安

門
広
場
に
お
い
て
、
七
〇
発
の
礼

砲
を
鳴
ら
し
記
念
式
典
を
盛
大
に

開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
三
月

の
全
国
人
民
代
表
大
会
の
決
定
に

も
と
づ
く
。
外
交
部
報
道
官
は
当

時
、
記
念
日
の
決
定
に
つ
い
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
日

本
帝
国
主
義
の
侵
略
に
立
ち
向
か

っ
た
中
国
人
民
の
苦
難
に
満
ち
た

戦
い
を
銘
記
し
、
侵
略
に
反
対
し

平
和
を
守
る
と
い
う
中
国
人
民
の

堅
い
決
心
を
示
す
た
め
」
と
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
七

〇
周
年
に
あ
た
る
今
年
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ

ズ
ム
の
敗
退
と
結
び
つ
け
て
、
世

界
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
の
東
方
に

お
け
る
主
戦
場
で
あ
っ
た
日
本
軍

国
主
義
に
勝
利
し
た
抗
日
戦
争
を

記
念
す
る
式
典
で
あ
っ
た
。
日
本

が
、
英
米
中
ソ
に
よ
る
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
諾
し
（
八
月
十
四
日
）、

東
京
湾
に
停
泊
し
た
米
国
戦
艦
ミ

ズ
ー
リ
号
甲
板
上
で
連
合
国
と
降

伏
文
書
を
調
印
し
た
の
は
一
九
四

五
年
九
月
二
日
だ
っ
た
。
式
典
を

三
日
に
開
催
し
た
の
は
、
当
時
中

華
民
国
政
府
の
臨
時
首
都
が
あ
っ

た
重
慶
で
抗
日
戦
争
勝
利
記
念
式

典
を
開
催
し
た
の
が
九
月
三
日
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

習
近
平
国
家
主
席
の

談
話

記
念
式
典
に
お
け
る
習
近
平
主
席

の
談
話
は
、「
中
国
が
今
後
も
平

和
の
道
を
歩
み
続
け
る
」
と
い
う

平
和
的
発
展
路
線
を
堅
持
す
る
決

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
新
型

国
際
関
係
」
と
い
う
独
特
の
見
解

も
表
明
し
た
。
以
下
の
要
約
は

『
人
民
網
日
本
語
版
』
九
月
三
日

付
に
よ
る
。

◦
中
国
人
民
抗
日
戦
争
の
期
間
を

こ
れ
ま
で
の
日
中
全
面
戦
争
勃
発

（
一
九
三
七
年
）
か
ら
八
年
で
は

な
く
、「
満
州
事
変
」（
三
一
年
）

か
ら
一
四
年
と
強
調
し
、
世
界
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
に
お
け
る
ア
ジ

ア
の
主
戦
場
と
し
て
の
地
位
と
意

義
に
つ
い
て
述
べ
た
。

◦
国
連
憲
章
と
国
際
秩
序
を
守

り
、「
中
国
が
ど
の
段
階
ま
で
発

展
し
よ
う
と
も
、
永
遠
に
覇
を
唱

え
ず
、
永
遠
に
拡
張
を
行
な
わ
な

い
と
強
調
し
た
ほ
か
、
過
去
に
軍

国
主
義
が
我
々
に
も
た
ら
し
た
悲

惨
な
経
験
を
、
決
し
て
他
の
国
に

も
た
ら
さ
ず
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦

争
の
成
果
を
断
固
と
し
て
守
っ
て

い
く
」
と
決
意
を
示
し
た
。

◦
習
近
平
主
席
は
談
話
の
な
か

で
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
定
員
を

三
〇
万
人
削
減
す
る
こ
と
を
宣
言

す
る
と
と
も
に
、
最
後
に
つ
ぎ
の

よ
う
に
訴
え
た
。「
正
義
は
必
ず

勝
つ
！
　
平
和
は
必
ず
勝
つ
！
　

人
民
は
必
ず
勝
つ
！
　
歴
史
の
啓

示
し
た
こ
の
偉
大
な
真
理
を
共
に

銘
記
し
ま
し
ょ
う
。」

歪
め
ら
れ
た﹁
記
念
式

典
﹂

今
回
の
記
念
式
典
に
は
ロ
シ
ア
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
や
韓
国
の
朴パ
ク

槿ク

恵ネ

大
統
領
、
国
連
の
潘パ
ン
基ギ

文ム
ン

事
務
総
長
ら
四
九
か
国
と
一
一
の

国
際
機
関
の
代
表
ら
が
出
席
し
、

首
脳
の
派
遣
は
二
〇
か
国
に
と
ど

ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
ひ
と
つ
に

は
、
七
〇
年
前
の
第
二
次
世
界
大

戦
終
結
に
い
た
る
歴
史
認
識
に
お

い
て
欧
米
と
は
大
き
な
落
差
が
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。「
抗

日
戦
争
」
で
も
そ
の
こ
と
は
例
外

で
は
な
い
。「
中
国
人
民
4

4

抗
日
戦

争
」
が
中
国
共
産
党

4

4

4

に
よ
る
抗
日

戦
争
と
理
解
さ
れ
、
当
時
の
国
民

党
・
国
民
政
府
を
無
視
し
て
い
る

と
い
う
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
。
抗

日
戦
争
の
遂
行
は
、
世
界
大
恐
慌

後
の
世
界
情
勢
の
激
変
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
の
台
頭
と
関
連
し
て
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
政
策
転
換
に
う
な
が
さ

れ
た
中
国
共
産
党
の
抗
日
民
族
統

一
戦
線
政
策
の
提
起
に
よ
っ
て
、

国
民
政
府
を
抗
日
の
姿
勢
に
導
き

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
九
三

七
年
）。
し
た
が
っ
て
国
際
的
な

反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
戦
線
と
密
接
な
関

連
を
持
っ
て
お
り
、
国
際
情
勢
の

推
移
と
深
く
か
か
わ
っ
た
性
質
の

も
の
で
あ
る
。
記
録
映
画
作
家
の

ヨ
リ
ス
‐
イ
ヴ
ェ
ン
ス
や
報
道
写

真
家
の
ロ
バ
ー
ト
‐
キ
ャ
パ
が
中

国
戦
線
に
入
り
、
国
民
党
と
信
頼

関
係
を
つ
く
り
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦

線
・
国
際
義
勇
軍
に
繋
が
る
抗
日

民
族
解
放
闘
争
を
世
界
に
発
信
し

た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
今
回

の
記
念
式
典
の
標
記
が
そ
の
視
点

を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

「
抗
日
」
に
拘
泥
し
日
本
政
府
は

記
念
式
典
へ
の
出
席
を
拒
ん
だ
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
菅
官
房
長
官
は
、

国
連
の
潘
基
文
事
務
総
長
が
記
念

式
典
に
出
席
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
恥
知
ら
ず
に
も
「
国
連
は
中

立
性
を
保
つ
べ
き
で
あ
り
、
過
去

の
特
定
の
出
来
事
に
過
度
に
焦
点

を
あ
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と

難
く
せ
を
つ
け
、
自
民
党
は
こ
の

問
題
で
国
連
に
抗
議
書
を
送
付
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

今
年
は
国
連
創
設
七
〇
周
年
で
も

あ
る
。
国
連
創
立
大
会
の
直
前
、

四
月
十
二
日
に
そ
の
理
念
づ
く
り

を
主
導
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大

統
領
は
急
死
す
る
。
帝
国
主
義
戦

争
と
し
て
始
ま
っ
た
第
二
次
世
界

大
戦
の
性
格
に
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・

民
主
主
義
擁
護
、
民
族
解
放
戦
争

と
し
て
の
内
容
の
質
的
変
化
を
も

た
ら
し
た
の
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

の
侵
略
戦
争
に
抗
す
る
ソ
連
邦
の

参
戦
に
よ
る
。
社
会
主
義
ソ
連
邦

が
主
権
国
家
と
し
て
存
在
し
、
激

烈
な
独
ソ
戦
を
戦
い
抜
き
二
〇
〇

〇
万
人
以
上
の
犠
牲
を
出
し
な
が

ら
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
・
ベ
ル

リ
ン
を
解
放
し
た
こ
と
、
反
資
本

主
義
・
反
帝
国
主
義
勢
力
を
代
表

し
て
い
た
こ
と
が
、
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
解
放
戦
争
の
硝
煙
の
な
か
で
誕

生
し
た
国
連
創
設
に
深
く
関
係
し

て
い
る
。

中
国
人
民
の
抗
日
戦
争
は
、
反
フ

ァ
ッ
シ
ョ
・
民
主
主
義
擁
護
の
国

際
的
な
闘
争
を
主
導
し
た
も
う
一

方
の
最
重
要
な
闘
い
で
あ
り
、
そ

の
勝
利
は
国
連
憲
章
に
示
さ
れ
た

平
和
と
民
主
主
義
を
基
本
理
念
と

す
る
戦
後
の
国
際
的
な
枠
組
み
づ

く
り
に
決
定
的
な
貢
献
を
す
る
。

抗
日
戦
争
の
勝
利
を
祝
う
こ
と

は
、
そ
の
世
界
史
的
な
意
義
を
再

確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
式

典
に
国
連
の
事
務
総
長
が
出
席
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
五
月
に
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
創

立
大
会
に
は
、
共
産
党
側
の
代
表

も
中
国
代
表
団
に
参
加
し
て
い

る
。
当
時
、
米
国
に
滞
在
し
て
い

た
評
論
家
の
石
垣
綾
子
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
終
戦
当

時
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
政
策
は

中
共
敵
視
で
は
な
か
っ
た
。
蒋
介

石
の
国
民
党
と
延
安
に
あ
る
毛
沢

東
の
共
産
党
と
の
連
立
政
府
を
、

戦
後
の
中
国
に
樹
立
す
る
構
想
を

立
て
て
い
た
。け
れ
ど
も
、蒋
介
石

の
独
裁
政
権
は
、
腐
敗
し
て
、
中

国
民
衆
か
ら
愛
想
を
つ
か
さ
れ
る

と
み
て
と
っ
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
は
、
中
国
の
民
主
勢
力
を
も

り
た
て
る
た
め
に
、
国
連
創
立
大

会
に
は
共
産
党
側
の
代
表
を
お
く

る
こ
と
を
、
強
く
望
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。」（『
回
想
の
ス
メ
ド
レ
ー
』）

潘
基
文
事
務
総
長
の
返
答
は
、
軍

事
パ
レ
ー
ド
を
含
む
記
念
式
典
へ

の
出
席
は
「
歴
史
の
教
訓
と
未
来

の
た
め
事
務
総
長
と
し
て
当
然
の

こ
と
だ
」
と
い
う
も
の
だ
。
外
交

部
報
道
官
は
「
歴
史
を
銘
記
し
、

烈
士
を
偲
び
、
平
和
を
大
切
に

し
、
未
来
を
切
り
開
く
と
い
う
中

国
人
民
の
決
意
は
、
国
連
憲
章
の

重
要
な
精
神
で
も
あ
る
。
国
連
は

歴
史
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
の
仕
組
み
で
も
あ
る
」
と
非
合

理
な
要
求
を
し
て
騒
ぎ
立
て
な
い

よ
う
関
係
国
に
促
す
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。（『
人
民
網
日
本
語

版
』
九
月
八
日
付
）

一
〇
年
ご
と
の
国
慶
節
に
行
な
わ

れ
て
い
た
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
お
け

る
観
閲
式
も
抗
日
戦
争
記
念
式
典

で
は
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。
メ
デ

ィ
ア
の
注
目
は
、
披
露
さ
れ
た
最

新
兵
器
に
集
ま
り
、「
パ
レ
ー
ド

軍
事
力
誇
示
」（『
朝
日
』
九
月
四

日
付
）
と
中
国
の
「
軍
備
拡
張
」

を
喧
伝
す
る
も
の
だ
っ
た
。
株
安

に
揺
れ
る
中
国
経
済
が
減
速
す
る

な
か
で
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
を

め
ぐ
っ
て
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
は
、「
人
権
よ
り
主
権
に
こ

だ
わ
る
習
政
権
の
姿
勢
は
、
そ
れ

こ
そ
七
〇
年
前
ま
で
の
全
体
主
義

に
も
通
じ
る
統
治
で
は
な
い
の

か
」（『
朝
日
』
社
説
八
月
三
十
日

付
）
と
揶
揄
す
る
も
の
で
、
改
革

開
放
後
の
社
会
主
義
市
場
経
済
が

も
た
ら
し
た
矛
盾
を
突
く
の
で
は

な
く
、
も
っ
ぱ
ら
批
判
の
矛
先
を

共
産
党
に
よ
る
指
導
体
制
に
向
け

て
い
た
。

戦
争
法
強
行
突
破
を

許
す
な

安
倍
政
権
は
、
支
持
率
が
急
落
す

る
な
か
で
、
日
中
関
係
の
好
転
を

画
策
し
て
い
た
が
、
抗
日
戦
争
勝

利
記
念
日
を
ず
ら
し
て
訪
中
す
る

計
画
を
断
念
し
、
い
ま
も
反
対
世

論
が
六
割
を
超
え
る
戦
争
法
案
強

行
突
破
に
賭
け
て
い
る
。

い
ま
そ
の
た
め
の
世
論
誘
導
と
し

て
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
向
け
た

工
事
の
一
時
中
断
、
新
国
立
競
技

場
建
設
の
白
紙
撤
回
と
支
持
率
挽

回
に
躍
起
で
あ
る
。「
七
二
年
見

解
」
も
「
砂
川
事
件
裁
判
最
高
裁

判
決
」
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
立
法
論
拠
も
破
綻
し
た

い
ま
、
山
口
繁
元
最
高
裁
長
官
か

ら
も
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
違

憲
」
だ
と
批
判
さ
れ
る
始
末
だ
。

参
議
院
審
議
に
お
い
て
は
、
朝

鮮
・
中
国
脅
威
論
を
全
面
展
開

し
、
安
全
保
障
環
境
の
変
化
を
ふ

り
か
ざ
す
し
か
能
は
な
く
な
っ

た
。
朝
鮮
が
厳
し
く
告
発
し
て
い

た
米
韓
合
同
軍
事
演
習
「
ウ
ル

チ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
」
が
強
行
さ
れ
て
い
る
さ
な

か
、
韓
国
軍
兵
士
二
名
が
地
雷
に

よ
っ
て
負
傷
す
る
と
い
う
事
件
を

契
機
に
南
北
間
で
一
触
即
発
の
危

機
が
発
生
し
た
。
背
景
に
は
朝
鮮

戦
争
が
休
戦
状
態
の
な
か
で
の
米

韓
合
同
軍
事
演
習
の
性
格
が
、

「
共
同
局
地
挑
発
作
戦
計
画
」
と

い
う
戦
略
を
行
使
し
て
い
る
点
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
倍
政
権

は
韓
国
側
の
一
方
的
な
「
朝
鮮
に

よ
る
挑
発
」
と
い
う
デ
マ
を
煽
り

た
て
て
い
る
。

ま
た
中
国
に
つ
い
て
は
、
東
シ
ナ

海
・
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
海
洋
進

出
を
安
保
法
制
強
化
の
必
要
性
の

根
拠
に
あ
げ
、「
力
に
よ
る
現
状

変
更
」
と
一
方
的
な
主
張
を
弄
ん

で
い
る
。
先
述
し
た
抗
日
戦
争
記

念
式
典
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
触
れ

て
「
軍
拡
の
脅
威
」
を
煽
り
戦
争

法
案
を
正
当
化
し
て
い
る
。

欺
瞞
的
な
「
安
倍
七
〇
年
談
話
」

が
、
支
持
率
急
落
を
押
し
と
ど
め

る
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
も
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。「
談
話
」
が

語
る
「
い
か
な
る
紛
争
も
、
法
の

支
配
を
尊
重
し
、
力
の
行
使
で
は

な
く
、
平
和
的
・
外
交
的
に
解
決

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
原
則
を
堅

く
守
り
」
と
は
、
常
識
的
に
理
解

す
れ
ば
「
抑
止
力
論
」
の
否
定
で

あ
る
は
ず
だ
。

嘘
と
ペ
テ
ン
で
固
め
た
「
積
極
的

平
和
主
義
」
の
旗
を
引
き
ず
り
下

ろ
せ
！
　
安
倍
政
権
に
と
ど
め
を

さ
す
た
め
に
、
八
・
三
〇
集
会
が

示
し
た
人
民
の
力
を
さ
ら
に
押
し

広
げ
よ
う
。�

【
逢
坂
秀
人
】

中
国
人
民
抗
日
戦
争
勝
利
七
〇
周
年
記
念
式
典
を
め
ぐ
っ
て

そ
の
世
界
史
的
意
義
を
歪
曲
す
る
日
本
政
府

戦
争
法
案
の
強
行
採
決
阻
止
に
集
中
し
よ
う
！

改
悪
派
遣
法
の
強
行
成
立
糾
弾
！ 

︵
関
連
記
事
四
面
︶

９・
14
～
９・
18
戦
争
法
案

廃
案
！
国
会
前
座
り
込
み

９
時
半
～
17
時
半

主
催
＝
全
国
労
働
組
合
連

絡
協
議
会
／
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！

96
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議

８月30日の戦争法案廃案と安倍政権の退陣を求める国会前行動には12万人が結集した（撮影＝Shinya　関連記事２・３面）


